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複
数
の
原
子
炉
が
同
時
に
メ
ル
ト
ダ

ウ
ン
を
起
こ
し
、
大
量
の
放
射
性
物
質
が

環
境
中
に
放
出
さ
れ
た
平
成
23
年
３
月
の

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
⑴

、
放

射
性
物
質
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
に
対

す
る
不
安
か
ら
、
現
状
に
お
け
る
外
部

被
曝
や
内
部
被
曝
が
安
全
か
否
か
の
議

論
を
含
め
⑵

、
我
々
日
本
人
の
生
活
に

大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

３
・
11
以
後
の
東
日
本
で
は
、「
放

射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害

の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
⑶

に
よ
る
放

射
線
管
理
区
域
の
設
置
基
準
を
超
過
す

る
実
効
線
量
や
表
面
汚
染
密
度
が
認
め

ら
れ
る
区
域
か
ら
、
広
範
囲
に
わ
た
る

比
較
的
低
レ
ベ
ル
の
汚
染
区
域
ま
で
、

法
と
現
実
の
矛
盾
を
感
じ
な
が
ら
日
常

の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
。

　

平
成
23
年
３
月
ま
で
一
般
の
日
本
人

に
は
馴
染
み
が
な
か
っ
た
「
放
射
線
」

や
「
放
射
能
」
に
対
す
る
見
え
な
い
不

安
は
、
低
線
量
被
曝
の
健
康
へ
の
影
響

が
未
知
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
⑷

。

更
に
は
、
人
工
放
射
性
物
質
（
特
に
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
）
の
生
物
へ
の
移
行
機

構
に
つ
い
て
も
、不
明
瞭
な
点
が
多
い
。

す
な
わ
ち
、
唯
一
の
前
例
は
旧
ソ
連
時

代
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
み
で
あ
り
、

そ
の
情
報
は
限
ら
れ
る
。
一
方
、
フ
ク

シ
マ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
発

達
し
情
報
の
共
有
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

可
能
で
あ
り
、
誰
も
が
高
性
能
の
放
射

能
測
定
装
置
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
下
で
は
、
史
上
初
の
大
規
模
な

原
子
力
事
故
で
あ
る
。

　

科
学
的
に
未
知
で
あ
る
事
象
を
理
解

す
る
た
め
に
は
、
継
続
的
に
デ
ー
タ
を

収
集
し
記
録
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
の
作
業
は
、
い
つ
、
ど
こ
に
、

何
が
、
ど
れ
だ
け
あ
る
か
（
あ
っ
た
か
）

を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
々
が
調

査
の
対
象
と
す
る
人
工
放
射
性
物
質
の

挙
動
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現

在
の
東
日
本
に
お
い
て
、
空
間
放
射
線

量
率
（
ガ
ン
マ
線
）
が
平
常
時
⑸

よ
り
も

高
い
理
由
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に

よ
り
環
境
中
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

（
Cs

−

１
３
７
、 

Cs

−

１
３
４
）
が
放
出

さ
れ
地
表
に
沈
着
し
た
こ
と
に
よ
る
⑹

。

地
表
に
降
下
・
沈
着
し
た
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
は
風
雨
や
河
川
に
よ
り
移
動
し
集

積
（
堆
積
）
す
る
⑺

。
す
な
わ
ち
、
広
範

囲
に
わ
た
る
土
壌
、
河
川
・
湖
沼
・
沿

岸
域
の
堆
積
物
、
及
び
動
植
物
を
対
象

と
し
た
放
射
能
測
定
デ
ー
タ
の
記
録
が
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
挙
動
を
理
解
す
る

為
の
第
一
歩
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
福
島
第
一
原
発
か
ら
環

境
中
に
放
出
さ
れ
た
人
工
放
射
性
物
質

が
最
初
に
移
動
を
停
止
す
る
場
、
す
な

わ
ち
地
表
、
特
に
土
壌
に
含
ま
れ
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
測
定
に
つ
き
、
そ
の

目
的
と
方
法
を
、
放
射
能
測
定
の
初
心

者
で
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
概
説
す

る
。

　

土
壌
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
測
定
に

は
、
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
目
的
が
あ

る
。
１
つ
目
の
目
的
は
、
単
位
面
積
あ

た
り
に
降
下
・
沈
着
し
た
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
放
射
能
）

を
推
測
す
る
こ
と
で
あ
る
。
原
子
力
事

故
後
に
我
々
が
先
ず
知
り
た
い
こ
と

は
、
ど
れ
だ
け
放
射
性
物
質
が
降
り
空

間
線
量
率
に
影
響
し
て
い
る
か
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
採
取
し
た
土
壌
表
層

の
サ
ン
プ
ル
は
、放
射
性
物
質
が
降
下
・

沈
着
し
た
時
点
か
ら
採
取
時
ま
で
土
壌

表
層
は
撹
拌
さ
れ
て
お
ら
ず
、
且
つ
表

層
の
土
壌
粒
子
す
な
わ
ち
放
射
性
物
質

が
側
方
に
移
動
し
て
い
な
い
、
ま
た
は

サ
ン
プ
リ
ン
グ
間
隔
に
お
け
る
放
射
性

物
質
の
正
味
の
側
方
移
動
は
ゼ
ロ
と
仮

定
す
る
。
原
子
力
事
故
か
ら
一
定
時
間

経
過
後
に
お
け
る
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
放
射
崩
壊
に
よ
る
線
量
率
低
下
と
土

壌
に
含
ま
れ
る
放
射
能
と
の
関
係
を
考

察
す
る
際
に
も
、
単
位
面
積
当
た
り
の

放
射
能
を
推
測
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ

る
。

 
土
壌
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
測
定
の
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次
の
目
的
は
、
土
壌
に
含
ま
れ
る

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
動
植
物
へ
の
移

行
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、
植
物
が
根
を
張
る
深
度
、
ま

た
は
動
物
が
生
息
す
る
深
度
を
考
慮

し
、
土
壌
表
面
に
沈
着
し
た
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
90
％
が
表
層
3
㎝
程
度

に
存
在
す
る
⑻
⑼
こ
と
か
ら
、
適
切
に

土
壌
採
取
の
深
度
を
決
定
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
土
壌
か
ら
動
植
物
へ
の

移
行
係
数
を
求
め
る
場
合
、
単
位
質
量

あ
た
り
の
放
射
能
か
ら
計
算
す
る
。
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
移
動
・
集
積
（
堆
積
）

過
程
を
調
査
す
る
場
合
も
同
様
で
、
単

位
質
量
当
た
り
の
放
射
能
を
求
め
る
。

　

放
射
能
測
定
を
目
的
と
し
た
土
壌
の

サ
ン
プ
ル
採
取
法
に
つ
い
て
は
、
福
島

第
一
原
発
事
故
直
後
に
文
部
科
学
省
が

詳
細
な
手
法
を
提
案
し
た
⑽

。
同
資
料

で
は
単
位
面
積
当
た
り
に
降
下
・
沈
着

し
た
放
射
性
物
質
の
量
を
推
測
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
場
合
に
留
意
す
べ
き
は
、
表
層

に
沈
着
し
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
全
量
を

得
る
た
め
の
深
度
を
考
慮
す
る
こ
と
で

あ
る
。
上
に
紹
介
し
た
よ
う
に
⑻
⑼
⑽
、

土
壌
表
面
に
沈
着
し
た
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
９
割
が
表
層
3
㎝
程
度
に
存
在

し
、
そ
れ
よ
り
深
部
に
は
拡
散
・
移
流

し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば

複
数
の
地
点
に
て
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し

放
射
能
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
場
合
、
同

一
条
件
に
て
採
取
し
デ
ー
タ
を
比
較
す

る
為
に
は
、
サ
ン
プ
ル
採
取
の
深
度
を

統
一
し
記
録
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

土
壌
を
採
取
す
る
際
、
サ
ン
プ
ル
が

砂
質
で
あ
る
か
、
泥
質
で
あ
る
か
に
留

意
す
る
こ
と
に
よ
り
、
土
質
に
よ
る
放

射
能
測
定
値
の
バ
イ
ア
ス
を
回
避
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
横
浜
市
内

に
お
い
て
採
取
し
た
サ
ン
プ
ル
の
測
定

例
で
は
、
公
園
の
砂
場
の
砂
は
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
合
計
（
Cs

−

１
３
７
、 

Cs

−
１
３
４
）
が
１
０
０
Bq
／
㎏
の
オ
ー
ダ

ー
で
あ
る
が
、
す
ぐ
隣
の
植
え
込
み
の

土
壌
表
層
で
は
１
、０
０
０
Bq
／
㎏
、

更
に
道
路
脇
に
集
積
し
た
砂
塵
は

１
０
、０
０
０
Bq
／
㎏
の
オ
ー
ダ
ー
で

あ
る
こ
と
を
筆
者
は
確
認
し
て
い
る
⑾

。

つ
ま
り
、
近
接
す
る
場
所
で
も
、
サ
ン

プ
ル
の
種
類
に
よ
り
測
定
結
果
は
大
き

く
異
な
る
。

　

こ
れ
は
、
セ
シ
ウ
ム
が
粘
土
鉱
物
や

有
機
物
に
固
定
さ
れ
や
す
い
こ
と
に
起

因
す
る
⑿

。
セ
シ
ウ
ム
は
周
期
表
に
お

い
て
第
一
族
の
ア
ル
カ
リ
金
属
元
素
で

あ
り
、
カ
リ
ウ
ム
と
類
似
し
た
挙
動
を

示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
土
壌
中
で

は
負
電
荷
を
持
つ
珪
酸
塩
シ
ー
ト
に
カ

リ
ウ
ム
と
同
様
に
固
定
さ
れ
、
更
に
は

表
面
積
が
大
き
い
有
機
物
に
固
定
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
平
成
23

年
３
月
以
降
の
東
日
本
で
は
、
有
機
質

の
細
粒
土
壌
や
泥
か
ら
高
い
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　

一
方
、
砂
は
粒
子
の
表
面
積
が
小
さ

く
粘
土
鉱
物
や
有
機
物
含
有
量
が
低
い

た
め
、
セ
シ
ウ
ム
が
固
定
さ
れ
に
く
い

と
考
え
ら
れ
る
。
従
い
、
放
射
性
物
質

の
降
下
・
沈
着
量
を
見
積
も
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
お
い
て

は
、
砂
質
を
避
け
、
表
層
が
撹
拌
さ
れ

て
い
な
い
地
点
に
て
、
セ
シ
ウ
ム
が
固

定
さ
れ
や
す
い
「
土
」
を
採
取
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

　

土
壌
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

か
ら
動
植
物
へ
の
移
行
係
数
、
又
は
風

雨
や
流
水
に
よ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

移
動
・
集
積
過
程
を
考
察
す
る
場
合
は
、

興
味
の
対
象
と
す
る
深
度
や
位
置
か
ら

サ
ン
プ
ル
を
採
取
す
れ
ば
よ
い
。
そ
の

際
、
測
定
結
果
は
単
位
質
量
当
た
り
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ（
放
射
能
、 

Bq
／
㎏
）

で
表
す
。

⑴
Ｈ
Ｐ
Ｇ
ｅ
と
Ｎ
ａ
Ｉ
の
相
違
点

　

ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー
に

よ
る
放
射
能
測
定
に
は
、
主
に
ヨ
ウ
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
結
晶
（
Ｎ
ａ
Ｉ
）
シ
ン
チ

レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器
を
用
い
る
場
合

と
、
高
純
度
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検

出
器
（
Ｈ
Ｐ
Ｇ
ｅ
）
を
用
い
る
場
合
が

あ
る
。
両
者
の
大
き
な
違
い
は
、
検
出

効
率
及
び
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ル
の
分

解
能
で
あ
る
（
図
１
）。
す
な
わ
ち
比

較
的
安
価
な
Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
効
率
は
良
い
も
の
の
分
解
能
が

相
対
的
に
低
く
、
近
接
し
た
光
子
ピ
ー

ク
を
明
瞭
に
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

　

一
方
、
Ｈ
Ｐ
Ｇ
ｅ
は
分
解
能
が
圧
倒

的
に
良
好
で
あ
る
も
の
の
検
出
効
率
が

低
く
、
そ
の
性
能
は
３
ｘ
３
イ
ン
チ
Ｎ

ａ
Ｉ
検
出
器
に
対
す
る
割
合
（
パ
ー
セ

ン
ト
）
で
表
す
。
分
解
能
が
高
い
こ
と

に
よ
り
Ｈ
Ｐ
Ｇ
ｅ
検
出
器
で
は
近
接
す

る
光
子
ピ
ー
ク
を
明
瞭
に
分
離
し
、
よ

り
正
確
な
測
定
値
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
サ
ン
プ
ル
中
に
自
然
放

射
能
が
含
ま
れ
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と
共
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存
す
る
場
合
、
Ｎ
ａ
Ｉ
検
出
器
で
あ
れ

ば
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
分
離
が
困
難
で

あ
る
も
の
の
、
Ｈ
Ｐ
Ｇ
ｅ
検
出
器
で
は

両
者
が
明
確
に
独
立
し
た
ピ
ー
ク
と
な

る
。

　

こ
の
た
め
、
Ｎ
ａ
Ｉ
検
出
器
に
よ
る

ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー
に
お

い
て
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
含
ま
れ

な
い
、
又
は
数
10‌

Bq
／
㎏
程
度
以
下
の

サ
ン
プ
ル
の
場
合
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
福
島
第
一
原
発
事
故
以
前
に
採
取

し
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
汚
染
さ
れ
て

い
な
い
土
壌
サ
ン
プ
ル
を
用
い
る
等
、

自
然
放
射
能
の
影
響
を
考
慮
す
る
た
め

の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

⑵
土
壌
サ
ン
プ
ル
の
処
理
と
測
定

　

こ
こ
で
は
、
野
外
で
採
取
し
た
土
壌

サ
ン
プ
ル
の
扱
い
に
つ
き
述
べ
る
。
土

壌
表
層
か
ら
サ
ン
プ
ル
を
採
取
す
る

際
、
小
石
が
混
入
す
る
場
合
が
あ
る
。

放
射
能
の
値
Bq
は
質
量
で
標
準
化
す
る

為
、
表
面
積
が
小
さ
く
密
度
が
高
い
石

が
混
入
す
る
と
、
サ
ン
プ
ル
質
量
に
対

す
る
粘
土
鉱
物
や
有
機
物
量
の
比
率
が

低
く
な
り
、
計
算
さ
れ
る
Bq
／
㎏
値
は

低
く
な
る
。
こ
の
た
め
、
採
取
し
た
土

壌
サ
ン
プ
ル
は
、
２
㎜
メ
ッ
シ
ュ
の
ふ

る
い
に
か
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
⒀

。

　

土
壌
は
水
分
を
含
む
。
土
壌
の
放
射

能
測
定
で
は
、
先
ず
単
位
質
量
当
た
り

の
値
を
求
め
る
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に

測
定
値
は
含
水
率
に
依
存
す
る
。
測
定

の
目
的
、
す
な
わ
ち
水
を
含
む
状
態
で

測
定
値
を
得
る
か
、
又
は
通
常
の
化
学

分
析
の
よ
う
に
乾
燥
状
態
に
標
準
化
し

て
分
析
す
る
か
に
依
る
が
、
一
般
的
に

は
オ
ー
ブ
ン
等
で
乾
燥
し
た
サ
ン
プ
ル

を
測
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
た
だ

し
、
培
土
等
の
製
品
は
乾
燥
処
理
の
必

要
が
無
い
と
考
え
ら
れ
る
⒁

。

　

土
壌
を
乾
燥
す
る
こ
と
に
よ
り
サ
ン

プ
ル
の
密
度
が
低
く
な
る
こ
と
か
ら
、

比
重
が
１
の
計
数
効
率
校
正
用
線
源
と

は
異
な
る
自
己
吸
収
率
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
厳
密
な
測
定
を
希
望
す
る
場

合
に
は
、
こ
れ
に
よ
る
測
定
値
の
不
確

実
性
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に

Ｈ
Ｐ
Ｇ
ｅ
検
出
器
に
よ
る
ガ
ン
マ
線
ス

ペ
ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー
に
て
測
定
す
る
場

合
に
は
、
乾
燥
土
壌
サ
ン
プ
ル
と
同
等

の
密
度
で
あ
る
標
準
試
料
を
用
い
た
計

数
効
率
校
正
の
実
施
や
、
土
壌
標
準
試

料
⒂
⒃
を
用
い
て
測
定
値
の
確
認
を
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
測
定
結
果
は
、

通
常
の
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ト
リ

ー
で
あ
れ
ば
単
位
質
量
当
た
り
の
ベ
ク

レ
ル
値
が
出
力
さ
れ
る
。
測
定
し
た
土

壌
サ
ン
プ
ル
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
知
る
こ
と

が
目
的
で
あ
れ
ば
、
測
定
結
果
を
記
録

し
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
移
動
・
集
積

過
程
や
、
土
壌
か
ら
動
植
物
へ
の
移
行

係
数
を
考
察
す
る
。

　

原
子
力
事
故
後
に
お
け
る
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
の
地
表
へ
の
沈
積
量
を
推
定
す

る
場
合
、
測
定
結
果
（
Bq
／
㎏
）
か
ら

単
位
面
積
当
た
り
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

（
例
え
ば
Bq
／
㎡
）
を
計
算
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
計
算
す
る
際
に

必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
は
、
サ
ン
プ
ル

の
密
度
及
び
地
表
か
ら
の
深
度
で
あ
る
。

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
表
層
3
㎝
程
度
の

深
度
に
固
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
⑻
⑼
、
地

表
か
ら
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
深
度
は
こ
の

程
度
で
十
分
で
あ
る
。

　

土
壌
は
固
体
（
土
粒
子
、粘
土
鉱
物
、

有
機
物
）、
液
体
（
水
）、
気
体
（
空
気
）

の
３
相
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
上
記
の
よ

う
に
土
壌
サ
ン
プ
ル
を
乾
燥
処
理
し
た

場
合
、
密
度
は
土
壌
の
質
量
（
固
体
）

及
び
体
積
（
固
体
＋
気
体
）
か
ら
求
め

る
。
サ
ン
プ
ル
の
体
積
は
、
容
積
が
既

知
の
容
器
に
土
壌
サ
ン
プ
ル
を
充
填
す

る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
。

　

い
ま
、
サ
ン
プ
ル
密
度
を 

ρ （
ｇ
／

㎤
）、
サ
ン
プ
ル
の
深
度
を 

ｄ
（
㎝
）、

放
射
能
測
定
結
果
を 

Ａ
０ 

（
Bq
／
㎏
）

と
す
る
。
こ
の
場
合
、
単
位
面
積
当
た

り
の
放
射
能
Ａ
１

（
Bq
／
㎡
）
は
次
式

か
ら
計
算
さ
れ
る

A
1 =10

×p

×d

×A
0

　

こ
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
た
単
位
面
積

当
た
り
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
沈
着
量

は
、
サ
ン
プ
ル
採
取
の
段
階
で
表
層
が

撹
拌
さ
れ
て
い
な
い
土
の
表
面
を
選
択

す
る
こ
と
に
よ
り
、
或
る
程
度
は
地
理

的
な
代
表
値
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
子
力
事
故
後

か
ら
１
年
半
以
上
経
過
し
た
現
在
、
風

雨
に
よ
る
微
細
粒
子
の
移
動
に
よ
り
、

局
所
的
に
実
際
の
沈
着
量
と
は
異
な
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

広
範
囲
に
わ
た
る
土
壌
の
セ
シ
ウ
ム

汚
染
調
査
の
例
と
し
て
は
、
農
林
水
産

省
⒄

や
文
部
科
学
省
⒅

に
よ
る
成
果
が
挙

げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
よ
り

土
壌
サ
ン
プ
リ
ン
グ
深
度
等
の
手
法
や

測
定
結
果
表
記
法
は
異
な
る
が
、
大
局

的
に
は
同
様
の
地
理
的
傾
向
が
見
ら
れ

る
。

S
PECIAL測

定
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い



50　2012.9　産業と環境

特集１ 土壌汚染対策の最新動向と調査・浄化法

　

福
島
第
一
原
発
事
故
以

降
、
土
壌
の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
調
査
例
は
、
公
的
機
関
に

よ
り
東
北
・
関
東
に
お
い
て

実
施
さ
れ
て
き
た
⒄
⒅
。
こ

れ
に
併
せ
、
航
空
機
を
使
用

し
た
空
間
線
量
率
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
⑹

に
よ
り
、
東
北
・
関

東
に
お
け
る
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
沈
積
量
分
布
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
表

現
さ
れ
る
１
０
、０
０
０

Bq
／
㎡
以
下
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
沈
積
量
に
つ
い
て
は
、

そ
の
分
布
は
不
明
で
あ
る
。

　

一
方
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
地
表
へ
の
沈
積
は
、
少
量

で
は
あ
る
が
神
奈
川
県
や
静

岡
県
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る

⑾
⒆
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に

お
い
て
も
、
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
局
所
的
な
移
動
・
集
積

に
よ
り
、
例
え
ば
道
路
脇
や

側
溝
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が

集
積
す
る
例
が
報
告
さ
れ
て

い
る
⑾
⒇
。

　

航
空
機
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
把
握
す

る
こ
と
が
不
可
能
な
低
レ
ベ
ル
の
表
層

放
射
能
汚
染
分
布
調
査
は
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
結
果

(((

(

を
検
証
し
福
島
第
一
原

発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
の
影
響
を

詳
細
に
考
察
す
る
為
に
も
、
今
後
重
要

な
課
題
と
な
る
。
全
国
に
お
け
る
詳
細

な
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
沈
着
量
分
布
を

把
握
す
る
た
め
に
は
、
関
連
分
野
の
研

究
者
に
よ
る
地
道
な
調
査
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
は
、
日
本
の
国

土
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
同
位
体
、
粘

度
鉱
物
、
土
壌
、
堆
積
学
、
火
山
学
、

大
気
・
海
洋
循
環
を
含
め
た
地
球
科
学
、

生
物
学
や
医
学
を
包
含
し
た
学
際
的
な

研
究
分
野
を
創
出
し
た
。そ
の
中
で
も
、

放
射
性
物
質
の
一
次
的
な
挙
動
を
研
究

対
象
と
す
る
同
位
体
地
球
化
学
は
、
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
を
同
位
体
ト
レ
ー
サ
ー

と
し
た
研
究
分
野
を
開
拓
す
る
機
会
を

得
た
。
今
後
数
10
年
間
に
わ
た
り
、
学

際
研
究
分
野
と
し
て
放
射
性
物
質
の
挙

動
に
つ
き
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
す
る

こ
と
が
、我
々
日
本
人
の
課
題
で
あ
る
。
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